防災対策委員会議事録

日時：H20年12月５日　15：30～16：00

場所：病院2階会議室

記録：山地　孝志

出席者：秋山委員長、須藤副委員長、庭田ＳＧＭ、小笠原、山口、中居、番場　青山、山地、

欠席者：清水ＳＧＭ、沢上、河原、新谷、加藤、中野、明戸、小泉、池田

内容

病院避難訓練について

· 11/7 13:30～青南病院にて避難訓練実施。報告書決裁済み。

＜病院避難訓練実施報告書からの反省点＞

· 各病棟には周知されていたが、事務、コメディカルグループに対し十分な情報が提供されなかった。

· 訓練自体は、大きな混乱もなく終了した。

· 各病棟での機器（電子錠、火災受信機等）の取り扱いについて、理解出来ていないスタッフがいた。

　　　→実際、訓練時や災害時しか使用しないが、定期的に操作方法を確認・説明し、操作や対応出来るようにしておく必要がある。

· 時間を優先する事も必要であるが、防災マニュアルの手順に従って実施されている事が重要である為、カンファレンス等で防災マニュアルを使用し火災時緊急時基本行動の周知徹底を図る必要がある。

＜各病棟の質問・意見について＞

①防災訓練時は委員長や病棟管理者が最終確認をするべきではないか？

→災害はいつ起きるか分からない。管理者が現場に居ない事もある。もちろん委員長がいつでも居る訳ではない。その為に各部署に委員会メンバーが居る訳で、そういう時に責任を持って行なうのが防災委員の役割である。

②火災の避難時に煙を吸い込む危険がある為、患者様にハンカチ等口を塞ぐ物を持って頂く必要があるのでは？

→訓練をしてみて現場がそういう所に気がついたのであれば、委員会からどうのというより、現場サイドで患者様の生活指導等として行ってもらえれば良い。

連絡事項

· 委員会管理担当責任者が谷地AOMへ変更となっています。
・　今年度の避難訓練
　　病院、南山苑あと１回実施する必要があります。平成２１年１月、２月の間に実施出来るよう、各担当者は計画書の作成を行いします。
· 各施設の緊急連絡網を毎月１日に更新してください。緊急連絡網は、委員会のフォルダに入っています。１2月１日現在での更新を早急にお願いします。
また、更新されている施設であっても日時が記載されていない物、日時が変更されていない連絡網がありますので再度確認をお願いします。
· 被災時に患者様を避難させた場合、必要とされる名簿一覧（病院各病棟、南山苑２・３階フロア、各施設）が整備されているか？それぞれの防災委員が確認し、整備されていない場合は部署管理者と相談して常備しておいて下さい。(決まった書式はありませんので、患者様氏名・住所、保護者の連絡先、を一覧にして作成して下さい。西病棟では常備してある。)　
・　防災食や被災時に必要な物品のリストアップ作成について

冬季の夜間時に災害が起きた時を想定して、その際に必要と思われる物品について検討しています。

　　　ストーブ、マッチ、毛布、おむつ、排泄物を固めるポリマー等が追加項目として挙がっています。ストーブに関しては灯油が必要である為、青春・朱春との連携も必要である事話しあっています。

　　　

　　　なお、必要と思われる物品に関して、今まで何度も話ししていますが、全部署から未だリストが挙がっていません。今年度中にリストアップする必要がありますので協力お願いします。

